
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

授業を大切にし静謐な教育環境を維持する。堺版
授業スタンダードを基にした授業改善で、基礎学力
の向上を図る

総合C2生徒⑥「学校のルール
を守っている」生徒の割合が
96%以上

総合学力プロ
フィール
生徒アンケート

学年末
ー

わかりやすい授業に努め、評価の仕方をしっかり伝
え、妥当で信頼性のある評価を行う

⑪「子どもは、わかりやすく教えて
くれる先生が多い」と言っている
とする保護者が7８％以上

保護者アン
ケート

学年末
ー

数学・英語での少人数習熟度別指導を効果的に行
う。

2年3年生徒アンケートで少人
数授業が役に立ったかを問う

生徒アン
ケート

学年末
ー

●GIGA端末等ICT機器を授業内で効果的に活用
し、授業方法の改善工夫を行い、学力向上を図る。

生徒㉒保護者⑲のICT活用ア
ンケートが80％以上

生徒・保護
者アンケー
ト

学年末
ー

教職員による特別支援教育および不登校生徒への
対応などの研修を通じて個に応じた教育への理解
を深め、教育実践にあたる

研修内容
支援学級および学級での授業
の見取り

夏季研修の取
り組み
授業の見取り

夏季休業

学年末
〇

★生徒が自分にはいいところがあると感じて
いるか。小中一貫教育を推進し、日々の教育
活動を通して自尊感情を高め、他者を理解す
る気持ちや、助け合い、協力の精神を醸成で
きているか

生徒⑨C4全国⑺
「自分には良いところがあ
る」と答える生徒が80％以
上

全国学調

総合学力プロ
フィール
生徒アンケー
ト

1学期末

学年末 ○

●夢や目標を持ち，粘り強く取り組んで
いるか

全国⑼③生徒が夢を持ち目標
を立てられるような指導を心
掛ける」教職員が100％

全国学調
教職員アン
ケート

学年末
○

★生徒指導委員会を毎月開催し情報共有し、
チーム学校として対応する
★全国学調での「いじめはどんな理由があっ
てもいけないこと」の肯定的回答が95％以上
★心の教育（人権教育、道徳）における授業の
見取り

・学調⒀「いじめはどんな理
由があってもいけないこ
と」の回答
・⑪「いじめや暴力は見て見
ぬふりをしない」との回答
が8２％以上
・授業の見取り

全国学調

生徒アン
ケート

見取り

1学期末

学年末 ○

健

や

か

な

体

生涯にわたって運動に親しむ資
質や能力を継続していける意識
の醸成を図る

・健康や保健体育への興味関心を高める
ことができたか

総合B1「外で体を動かすこ
とが好きか」への肯定的回
答が80%以上

総合学力プ
ロフィール

学年末

◎

体
験
活
動
の
充
実

体験
活動
の充
実

小学校での指導内容を受け、９年
間を見通した日々の教育活動を
実践

●緑化・飼育活動を全員が体験し、生命のは
かなさ、大切さを実感することで美木多の独
自性のある教育活動を実践
●小中連携活動について保護者理解は得られ
ているか

・生徒㉑㉒保護者➇⑨「緑化・飼

育活動」への肯定的な回答が
生徒保護者とも9５％以上
・保護者⑭「小中連携」への保
護者の肯定的回答90％以上

生徒アン
ケート

保護者アン
ケート

学年末

〇

酷暑対策のため体育大
会を5月とし、プール授
業は9月半ばまででき
た。
・飼育、緑化活動を総合
の時間と定め、評価を
していく。
・農園が小学校との連
携や支援教育の学びの
場として機能している。

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

・課題がある生徒たち
に粘り強く指導を行
い、学習リズムを持て
るようになった。
・授業改善をテーマにし
た研修を活用した。
・4月に全職員で支援
学級保護者と話し合い
理解を深めた。
・9月に成美高校見学
を全職員で行った。
・10月に課題のある生
徒への対応研修をおこ
なった。

・全国学調「自分には良
いところがある」とした
生徒が８６％。「先生が
あなたの良いところを
認めている」とした生徒
が９４％。
・全国学調「いじめはい
けないこと」とした生徒
が99,4％。
・１・３年生で命の授業
で助産師さんの講演を
聴く。
・堺市道徳教育研究大
会に全職員で参加予定
である。

自己評価

中学校区におけるめざす子ども像
　　　自分で目標を持ち、思いやりを行動に移して、豊かな人間関係がつくれる子。本校がめざす生徒像「一に挨拶、二に笑顔、三四に夢と希望、五に元気」

堺市立美木多中学校

評価方法

判断基準
（評価のものさし）

総合＝総合学力プロフィール
全国＝全国学力学習状況調査

〇数字＝校内アンケート

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取

組）
具体目標

大
項
目

校長　　鶴山　剛

学校関係者評価者から(年度末)

・静謐な学習環境を保持する
・言語活動を効果的に取り入れ、
各教科等における深い学びの場
を設定し充実させる。
・信頼性の高い評価の実施

・習熟度別少人数授業の充実
・生徒一人一台パソコンの活用
推進
・インクルーシブ教育構築にめけ
て，特別支援教育を推進発展さ
せる

確
か
な
学
び

校長より(年度末)

学校関係者評価

達成状況(年度末)

評価時期

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

豊
か
な
心
・
人
間
性

・授業、行事、部活動を通して、自
己肯定感を高め、達成感を味わ
う
・将来の夢や目標に向かって「や
る気」スイッチを入れる
・道徳や人権に関する授業の充実
を図り、他者理解に努め、自分も
他者も大切にする子どもの育成
を図る
・課題を抱える生徒の現状と課題
について改善を図る手立てを講
じ、支援を充実する
・いじめの未然防止に向けた組織
的な取り組みを推進する

確かな学びの現状
　授業や行事については、協力して真面目に取り組む生徒が多く、その結果「学校が楽しい」生徒や、「自ら進ん
で学ぼうとする」生徒は８割を超えている。また、全体的には落ち着いた学習環境も維持できているが、一部に
衝動的に行動するなど課題を抱える生徒もいる。集団として学びに向かう力を育てていく。
　総合学力プロフィールでは，３つの資質・能力についてほぼ堺市平均になっている。さらに１年前の同一集団と
比較すると特に知識・技能で上昇が著しい。
　昨年度から生徒用個人端末をどの授業でも活用する研修を重ねている。アフターコロナのなかで、生徒の体験
活動の範囲を少しでも広げていきたい。

豊かな心・健やかな体の現状
　　豊かな心の醸成は、道徳の時間を要として、人と人とが互いに協働して生きていくために必要な心を育むことが
大切だと考える。そのためにも教科書による道徳の時間を充実させ、豊かな心の育成に努める。また平和教育、異文
化理解、人権教育を柱に、本校の特徴でもある飼育・緑化活動など多岐に渡る体験を通して生徒へ働きかけていく。
「いじめや暴力を見て見ぬふりをしない」生徒は７７％いるが、いじめ・暴力根絶に至っていない。さらに取り組む必
要がある。
　体育授業に対する取り組みは、３学年とも前向きである。生涯に渡って、運動に親しむ土壌作りの一環として、小学
校からの流れを大切に、敏捷性・持久力・筋力の向上をめざしたトレーニングを計画的に実施していく。

 令和６年度　重点目標

　　　・自ら学び社会で生かす「総合的な学力」の育成　　　・規範意識の高揚　　　・安全管理、危機管理体制の確立　　　・小中一貫教育の推進　　　・特別支援教育の推進

進捗確認
（～10月）
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目


